
      建 学 の 精 神  （昭和32年開学） 

女子を 

人として教育する 

女性として教育する 

国民として教育する 

 

教  育  理  念 

技能と心の調和 

 

教  育  目  標 

 

自他ともに敬い愛する人として教育する 

豊かな知性と感性溢れる人として教育する 

健やかな家庭 社会を担う人として教育する 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー） 

 
     本学は、建学の精神を基本理念とし、学則に定める卒業の要件を満たしたうえで、教

養教育の基礎の上に食物栄養と保育に関する専門知識と幅広い教養を身に付けた人材

を育成することを目的としています。その実現のために、以下に定める能力資質を取

得し、それらを発展させ、生涯にわたって学びつづけようという姿勢を持つ人に学位

を授与します。           

 

「人として」 

(DP1)人間性・社会性の研鑽 

様々な社会や文化についての理解を深め、人の思いや考えを受け止め、自分の思いや

考えを表現するために努力することができる人。 

 

「女性として」 

(DP2) )職業人としての姿勢、専門的な知識・技術の修得（栄養、保育、教育） 

職業人としての倫理観や礼儀を身に付け、社会や他者のために自ら考え、主体的に行

動し、貢献することができる人。 

専門知識・技術を修得し、学び続ける向上心を持ち、対人援助者として社会で活躍す

ることができる人。 

 

「国民として」 

(DP3) 社会人としての自覚、課題解決力の修得 

社会人として責任を持った行動ができ、周囲と連帯する精神性と協働する力を持つ人。 

情報収集・分析ができ、課題を発見し、自ら考え判断し、解決することができる人。 

 

 

 



学科の学位授与の方針 （学科 ディプロマポリシー） 
 
 

●食物栄養学科  

 

(DP1f) 「人として」 

(1)人間性・社会性の研鑽 

人の思いを受け止め、自らの思いも表現することができるなど、食の専門家とし

ての人間性や社会性を磨くことができる人。 

 

(DP2f) 「女性として」 

(2)職業人としての姿勢、専門的な知識・技術の修得 

食の専門家としての倫理観や礼儀を身に付け、社会や他者のために自ら考え、主

体的に行動し、貢献することができる人。 

食の専門家に必要とされる専門知識や技術を修得し、それを活かして自らの食生

活を改善し、さらに人々の健康づくりに貢献できる人。 

 

(DP3f) 「国民として」 

(3)社会人としての自覚、課題解決力の修得 

食の専門家として、人との連携や情報共有を大切にし、他の専門職種とも協働で

きる人。 

人々の健康づくりのための情報収集・情報分析ができ、課題を発見し、自ら考え

判断し、解決することができる人。 

 

 

●保育学科  

 

(DP1c) 「人として」 

(1)人間性・社会性の研鑽 

豊かな人間性と教養、保育者に必要な社会観、子ども観、生活力、及び実践力の

基礎を修得した人。 

 

(DP2c) 「女性として」 

(2)職業人としての姿勢、専門的な知識・技術の修得 

子どもと家族を支援するために必要とされる基礎的な知識・技術を修得した人。 

保育・教育・福祉に関する事例研究の方法を修得した人。 

 

(DP3c) 「国民として」 

(3)社会人としての自覚、課題解決力の修得 

家庭や社会とのかかわりを通じて保育・福祉の実践ができる人。 

一人ひとりの子どもの心と育ちを様々な視点から理解できる人。 

 

 

 



教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー） 

 

       本学では、学位授与の方針に掲げる人材を育成するため、基礎的な知識・技術を段階的に習

得できるよう、「教養科目」「専門科目」を置くカリキュラム編成とし、講義、演習、実験、

実習を適切に組み合わせた授業を開講します。カリキュラムの体系を示すためにナンバリング

を行い、カリキュラムマップ・履修モデルなどによってカリキュラムの構造を明示します。 

 

     1）教育内容 

(1)教養科目は、建学の精神に基づいた必修科目「おだたん人間成長講座」を中心として編成

し、幅広く深い教養を身につけ、総合的な判断力を養い、豊かな人間性を涵養する教育を

行うとともに、初年次教育、キャリア教育を行います。 

(2)専門科目においては、専門分野の体系に基づき、専門知識・技術と対人援助者としての心

構えを習得できる実践的な内容を重視した科目配置を行います。 

(3)クラス担任（専任教員）を配置し、1・2年生合同クラスにおけるかかわりの中で人として

の生き方を深く考える機会を提供するとともに、学生の学習や生活の助言を行います。 

(4)主体的な問題解決力の育成及び専門職として中核的役割を果たすに足る知識・技術を活用

できるよう、少人数・双方向性の指導を徹底する卒業研究（ゼミナール）を配置します。 

     2）教育方法 

(1)アクティブラーニングを取り入れた教育方法を用い、課題解決力を育成する授業を行いま

す。 

(2)地域や専門分野の事例を取り入れ、地域や専門分野への理解を深める授業を行います。 

(3)メディアを活用した教育方法が有効な科目にメディアを用い、具体的な学びを促進する予

習・復習、授業を行います。 

3）評価・点検 

(1)各授業科目について、概要、学習の達成目標、成績評価方法をシラバスで公開し学生に周

知したうえで、試験規程に基づき厳格で公正な評価を行います。 

(2)GPA制度を導入し、教育の質保証に対する点検・評価・改善を行います。 

 

1）学科教育内容 

●食物栄養学科  

(1)教養科目は、食の専門家に必要な計算力や漢字力を高める教育を行うとともに、学科独自の基

礎教養教育、キャリア教育を行います。 

(2)専門科目は、調理に強い栄養士の養成を目指し、調理実習を2年間の全ての学期を通して行う

とともに、知識や技術が段階を踏んで確実に定着するような科目配置を行います。 

(3)クラス担任（専任教員）を配置し、1・2年生合同クラスにおけるかかわりの中で人としての生

き方を深く考える機会を提供するとともに、学生の学習や生活の助言を行います。 

(4)思考力、問題解決能力、実践力を育むため、教員の専門性に基づいた少人数制の卒業研究（ゼ

ミナール）を配置し、研究成果の報告をまとめとして行うことでプレゼンテーション能力向上

を支援します。 

●保育学科  

(1)教養科目は、総合的な判断力と豊かな人間性を涵養する教育を行うとともに、学科独自の初年

次教育、キャリア教育を行います。 

 



(2)専門科目は、専門分野の体系に基づき、子どもの心と育ちへの理解に基礎をおいた専門知識・技術と

保育・福祉の実践方法を習得できる科目配置を行います。 

(3)豊かな人間性と教養を兼ね備えた保育者養成のために、保育にかかわる基礎的な知識・技術を段階的

に修得できるようなカリキュラム編成とし、保育者としての社会観、子ども観、生活力、及び実践力

を身につけられる学科独自のカリキュラムを編成します。 

(4)高い倫理性に裏付けられた実践力を育てるために、実習・現場体験を重視するとともに入学から就職

まで一貫した個別指導を行います。 

(5)クラス担任（専任教員）を配置し、1・2 年生合同クラスにおけるかかわりの中で人としての生き方

を深く考える機会を提供するとともに、学生の学習や生活の 助言を行います。 

(6)保育・教育・福祉に関する課題を分析したり、考察したりする方法を修得できるよう、少人数・双方

向性の指導を徹底する卒業研究（ゼミナール）を配置します。 

 

2）学科教育方法 

●食物栄養学科  

(1)アクティブラーニングを取り入れた教育方法を用いて、現代社会の様々な食の課題を多角的にとらえ

る能力を養い、それらの課題を解決できる力を育む授業を行います。 

(2)地元の生産者・企業・消費者との交流を通して、幅広い視野から地域などの現状や課題を知り、その

知識を活用できる授業を行います。 

(3)メディアを活用した教育方法による予習を取り入れ、実験や実習への理解がより深まるような授業を

行います。 

(4)校外実習では、職域に精通した実習チューター（個別支援教員）を配置し、実習への不安を和らげ、

理解が深まるよう支援します。 

(5)学習意欲、問題発見能力、問題解決能力などを育むため、産学連携事業に取り組みます。 

●保育学科 

(1)アクティブラーニングを取り入れた教育方法を用い、保育の現代的課題を解決する力を育成する授業

を行います。 

(2)地域や専門分野の事例を取り入れ、地域住民の中で活動する機会を設けて地域の保育実践への理解を

深める授業を行います。 

(3)メディアを活用した教育方法が有効な科目に多様なメディアを用い、今後の保育業界の ICT化に向け

た授業を行います。 

(4)実習チューター（個別支援教員）を配置し、個別の実習支援を丁寧に行います。 

 

3）学科評価・点検 

●食物栄養学科  

(1)各授業科目について、概要、学習の達成目標、成績評価方法をシラバスで公開し学生に周知したうえ

で、試験規程に基づき厳格で公正な評価を行います。 

(2)GPA 制度を導入し、教育の質保証に対する点検・評価・改善を行います。 

(3)授業内容の理解度を頻繁に確認し、教育の質の向上・改善に努めます。 

 

●保育学科 

(1)各授業科目について、概要、学習の達成目標、成績評価方法をシラバスで公開し学生に周知したうえ

で、試験規程に基づき厳格で公正な評価を行います。 

(2)GPA 制度を導入し、教育の質保証に対する点検・評価・改善を行います。 

(3)授業内容の理解度を頻繁に確認し、確かな学力につながる授業を展開します。 

(3)授業内容の理解度を頻繁に確認し、確かな学力につながる授業を展開します。 



 

入学者受け入れの方針（アドミッションポリシー） 

 

  

本学は、建学の精神に基礎を置き、教育理念・教育目標に定める人材を育成する目的にそって、入

学者を適正に選抜するため多様な選抜方法を実施します。本学に入学する人として、本学での学修を

通じ社会で自立・活躍できる知識・技能を身につけようとする目的意識や意欲的に学ぼうとする姿勢

を持ち、専門分野の知識と課題解決力を身に付けるための基礎的学力を有する人を期待します。本学

では、自分の考えを口頭で他者にわかりやすく伝えられる能力を求めるため、すべての入学者選抜試

験において面接試験を実施します。 

(1)高等学校（またはこれに準ずる学校）の教育課程を修得している。 

(2)高等学校（またはこれに準ずる学校）の修得科目のうち、「国語（現代文）」を通じて、読む・

書く・自らの意見や考えを伝えるという基礎的な能力を身に付けている。 

(3)様々な問題について、自らの知識や情報をもとにして、わかりやすく人に説明することができる。 

(4)学びたい学科の専門に対する興味や関心を抱き、専門的な知識や技術を社会で活かしたいという

意欲がある。 

(5)入学前教育で求められる、基礎的な知識、学ぶ姿勢を身に付けるためのプログラムに取り組むこ

とができる。 

 

●食物栄養学科  

(1)高等学校（またはこれに準ずる学校）の教育課程を修得している。 

(2)高等学校（またはこれに準ずる学校）の修得科目のうち、「国語（現代文）」を通じて、読む・

書く・自らの意見や考えを伝えるという基礎的な能力を身に付けている。 

(3)高等学校（またはこれに準ずる学校）までの家庭科分野での学びを自らの食生活に生かす努力を

し、また、これまでの学びをわかりやすく人に説明することができる。 

(4)健康的な食生活のリーダーである食の専門家の使命を理解し、家族や身近な人、および病気や障

害のある人の健康を支えて地域・社会の役に立ちたいと考えている。 

(5)入学前教育で求められる、基礎的な知識、学ぶ姿勢を身に付けるためのプログラムに取り組むこ

とができる。 

 

●保育学科  

(1)高等学校（またはこれに準ずる学校）の教育課程を修得している。 

(2)高等学校（またはこれに準ずる学校）の修得科目のうち、「国語（現代文）」を通じて、読む・

書く・自らの意見や考えを伝えるという基礎的な能力を身に付けている。 

(3)様々な問題について、自らの知識や情報をもとにして、わかりやすく人に説明することができる。 

(4)子どもの発達やかかわり方に興味関心があり、基礎的な学力と思考力・行動力を有している。 

(5)子どもや保護者などの支援をするために幼稚園教諭や保育士になろうという意欲がある。 

(6)入学前教育で求められる、基礎的な知識、学ぶ姿勢を身に付けるためのプログラムに取り組むこ

とができる。 

 

 

 


